『死後探索マニュアル』　

ブルース･モーエンの５冊目の著書

【目次】プロローグ－①亡くなったとわかっている人とコミュニケートする方法をみつける。

②この亡くなった人からほかには知る手だてのない情報を収集する。③この情報が真実であり､正確であり､本当であることを実証する｡④こうした証拠を集め続ける｡亡くなった人や｢向こう｣に住むほかの存在たちとコミュニケートすることはごく当たり前の日課となる｡あなたは疑いの余地なく私たちが物質的な世界を超えたところで存在し続けることを知るだろう｡
第I部　意識についてのコンセプト
１ 意識についての捉え方－・物質的な宇宙の中に存在するものはすべてなんらかの意識が形を取り､姿を現したもの｡
・私たちの物質的な宇宙にある物体はすべて――地球も月も惑星も…より大きな｢意識｣が内包する､小さな｢意識領域｣であると考えることができる。

同様にこの宇宙にある岩も木もリスも…｢意識｣が内包する､小さな｢意識領域｣であるととらえることができる｡
・私たちの宇宙は存在する唯一の宇宙ではない｡他の宇宙は｢非物質的な次元｣と定義するほうがより正確かも

・ガラガラを持った私の娘がそうだったように私はただただ経験を繰り返すことによって非物質的な感覚を開発し､使用に耐える確かなレベルまで発達させた｡そして､その新しい非物質的な感覚がもたらしてくるものに対する信頼を養ったのだ。
２ リラックスとエネルギー収集
３ アファメーション(宣言)－
1）よく考えて､願望を言い表す､明確で､簡潔で､完全で､ポジティブで､現在形､肯定形を使う声明文を作る。
・意識が目指していく標的を定義するものなので､正確さが求められる｡

・曖昧な言い回しのアファメーションは曖昧な結果を生む。回りくどいアファメーションは望む結果の説明を薄めてしまう｡不完全なアファメーションは意図せぬ結果を生む余地を残してしまう。

・アファメーションの言葉を考え、書きとめる。
・例)：私はより明晰な知覚を願います｡(○肯定的)
私の知覚をブロックされたくありません｡(×否定的)

私の知覚はこれから向上していく｡(×実現しにくい)

死後の世界を探索しようとするときはいつでも､私の知覚は明晰です｡(◎言い切る｡現在形｡プロセスではなく目的地)
・アファメーションを口で言う前か言っているとき､あるいは言った後に意図を定める感覚を思い出す。

・アファメーションは心の中で一度だけ言って記憶する。

・静かな場所に楽な姿勢で座り､目を閉じる｡
・あとは手放す。

(何度も繰り返し口にする理由があるとすれば疑いに)
・意図を定めることがすべての始まり｡意図がすべて｡

｢意図を定める｣というのは意識の特別な領域

・あなたの注意が｢意図を定める意識｣に集中しているときに表明されたアファメーションにはいっそう力が加わる。

・意図の定めかたを覚えれば､死後探索のときでも毎日のどこででも使える｡パワフルなツールを手に入れたことになる｡
・｢意図を定める｣とは感覚を思い出すこと

・予感､わかる､期待､何かが起こりそうという感じ､一片の疑いもなくそれが起こると知っている感じ
・｢意図を定める意識｣

・『純粋な疑いのない意図』と呼ぶ意識領域がある

・アファメーションを繰り返したときに､何か感覚を感じていたら､それを記録する｡
４ 信念－何かが私の意識に入ってくるときには､まず最初に私がこれまでに確立している信念によって､歪められたり､色づけされたり､ふるいにかけられたり､編集されたりすることがほとんどだ｡

・死後探索で成功するために特に重要な要因は､信念が知覚に及ぼす影響を理解し､それに対処すること｡
・遠隔視の感知に関する全く同じ条件の実験でも二人の博士の信念要因が全く違う結果を導き出した｡
・ある信念と矛盾する経験をして､その経験が本当であると受け入れれば､その信念と信念から生じる知覚の歪みやブロックを除去することができる｡そうして知覚を開くことができる｡－機会の窓⇒｢死後の世界に関する私の信念と矛盾する経験をしたい｣⇒経験⇒知覚の拡大
・｢信念体系崩壊｣⇒｢再統合｣

・古い信念を失ったことで､私の意識に流れ込んでくる情報はもはやこれまでのようにフィルターをかけられたり､ブロックされたり､色をつけられたり､歪められたり､編集されたりはしなくなった｡

・意識に流れ込んでくる情報をよりはっきりした形でとらえられるようになり､その意味をよりはっきり理解できるようになった｡

・知覚がどんどん広がり､どんどん明晰になっていくプロセスが進んでいることに気づき始めた｡

第一の警告－ボーイフレンドの死と彼の訪問と死後の世界の例を思い出す
第二の警告－急ぎすぎない
ピーナツバターの例⇒私には●●が必要です。

信念を変えること、除去すること、｢自分の側面｣=(別の自分)
｢信念を変える｣穏やかなプロセス－

①自分が､望むことができないように邪魔されていると気づく。

②自分を制限する信念の原因となっている､自分の｢側面｣とコミュニケートしたいと申し出る｡

③自分のその側面を会話に引き入れ､それと対話する｡対話しているつもりになるところから始めるといい。

④その信念が何なのか。どんな機能があるのか､それでどんなふうに自分が制限されているのか､理解する。

⑤その｢側面｣がこれまできちんと機能してくれていたことに､感謝を表明する｡

⑥アファメーションと｢意図を定める｣について学んだことを実践する｡自分が学びたい状況において､その信念を変えたいという願いを表明する｡

⑦もう一度､自分のやりたいことをやってみる。

⑧その信念による制限のもっと別の面が現れてきても､その自分の｢側面｣との対話を続けていく。

⑨その｢側面｣が､望ましい変化を受け入れ､新しい信念を実行しているとわかるまで､このプロセスを繰り返す｡

５ 意識の構成要素－｢解釈者｣の声と｢知覚者｣の声
II部　意識的な探索のツール
６ 導き－火急の質問｢アメリカインディアンの文化で…｣⇒偶然付いて行った本屋の１冊の本の中から解答を得ること⇒ひとつひとつの決断に何か微細で感じ取れないような影響が及ぼされていて､それが私をあの本まで連れていったのだ｡⇒ガイド･コーチとのコンタクト⇒答えは期待していないときにポンと与えられる｡このプロセスへの信頼を増していくにつれてこの時間が短くなりはじめた｡自分が答えを受け取り損ねていたことも。
７ハートの知性 －意識の中心､すなわち精神活動の中心のある場所を特定する｡｢私は精神活動の中心のありかについて学んでいます｣
８上からのエネルギー収集－エネルギーが頭上高いところにある源からやってくること⇒レベルを上げること
①頭上高いところにある､美しく澄みきった明るくキラキラ輝くエネルギーの大きな池について考え始める。

②エネルギーの流れを確立する感覚･イメージを思出す。

③流れを確立する。

④身体の外側でエネルギーが噴き上がる感覚・イメージを思い出す。

⑤エネルギーの再循環を開始する。

⑥上からのエネルギー収集の感覚を思い出す。

⑦上からエネルギーを収集する。
９ 愛 －愛と恐怖の法則＝愛と恐怖は共存できない。人生で自分が愛されているとか愛しているとか感じていた時期を思い出し､その感覚を思い出すことによってそれを｢追体験｣する｡
その愛をドラゴン人間(恐怖をもたらす対象)に直接投げかける｡非物質的世界では恐怖を感じたら愛を投げかける｡愛を感じるだけで､私たちが本当は誰であり何者なのか知るのを妨げるありとあらゆる障害が消え去ってしまう。
未解決の苦痛な感情や記憶や感覚が自動的に意識に入ってくる場合⇒｢私は喜んでこの感覚の原因と解決法について､もっと受け取ります｣⇒人生を変えてしまうほどの癒しの体験
｢私は愛のエネルギーをハートに収集する新しい方法を学んでいます。｣
10 準備のプロセス
第III部　死後探索のテクニック
11 死後の世界の地図－大集合｢ギャザリング⇒フォーカス34／35｣に最近になって変更
12 探索テクニックのまとめ
・普通の夢－死後の世界探索のツールとしての可能性
・明晰夢－まずいったん眠って意識を失ってから､夢の中で意識を取り戻す方法を見つけなければならない｡
強みはかなりのレベルで意識的な意志決定ができる。

・体外離脱体験－上に浮かび上がる感覚や自分の体を見下ろすこと｡体の中にいるという感覚がある｡
13 探索のための注意集中　
・自分の自然な非物質的感覚を使えるようになること

・非物質的な世界に自分の意識をシフトできるようになること

14 知覚の手段としての想像力－｢つもりになること｣は｢機会の窓｣を開けたままにしておくのに役立つ｡
もう亡くなっている人とコンタクトする中で｢以前は知らなかった情報を手に入れてそれを実証すること｣
15 非物質的な感覚による注意集中－｢私は知覚の手段として想像力を使う方法を学んでいます｣
16 注意の焦点5を別世界にシフトする　
17 ヘルパー－天使､ガイド､マスター､光の存在､大天使､熾(シ)天使(セラフィム)､守護天使､スピリットガイ
信じさせるために強制したり威圧したり騙したり､脅迫したりするならヘルパーではない｡ただ彼らの存在に気づけばよい。
18 注意事項、ショートカット、上級のツール、探索すべき場所－それがそこにないと見る、拾ってしまった感情エネルギーを手放す

私のすべてのエネルギー回路は清らかに澄み切って開かれており､完璧に機能している｡私が遭遇するいかなるエネルギーも私をたやすく通過し､何の影響も及ぼさない。
第IV部　救出を基本とする探索
19 救出の技術－フォーカス23に囚われる人は自分が死んだことに気がついていない。
20 救出のプロセス
①｢準備のプロセス｣
②ヘルパーにコンタクトする。

③そのヘルパーがあなたを囚われた人のところへ導く

④その人とコンタクトし､コミュニケートする。

⑤その人から情報収集する。

⑥その人をヘルパーに紹介する。

⑦ヘルパーとその人のやりとりを観察する。

⑧ヘルパーがその人をどこへ連れていくか観察する。

⑨そこで何が起きるか観察する。

⑩さらに探検をおこなう。
できるだけたくさんの人を死の恐怖から解放すること
｢つもりになる｣ことは物質的な世界を超えて探索をおこなう方法を学ぶための鍵
21 最初の救出エクササイズ
22 フォーカス23での救出の例
23 信念体系領域の救出エクササイズ
24 信念体系領域の救出の例
25 特定の亡くなった人の訪問または救出
26 特定の亡くなった人の訪問または救出 ――その例
27 「自分の側面」の救出
28 「自分の側面」の救出――参加者の体験
29 救出の先にあるもの　　30 情報源　　プロローグ
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.3.5
